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会
長

吉

岡

保

夫

三
年
に
わ
た
り
続
い
た
感
染
拡
大
防

止
対
策
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
た
と
は
い

え
、
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
、
役
員
・
推

進
員
の
ご
出
席
と
、
日
立
市
生
活
環
境
部

長
・
小
学
校
・
中
学
校
校
長
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
拡
大
が
進
む
昨
年
で
も
、
各
専
門

部
が
知
恵
を
出
し
な
が
ら
実
施
し
て
き

た
事
業
報
告
・
決
算
報
告
に
続
き
、
今
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
・
予
算
（
案
）
が

提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回

は
「
組
織
の
枠
を
超
え
て
、
皆
で
地
域
に

目
を
向
け
よ
う
」
と
の
思
い
か
ら
組
織
を

み

中 小 路

ワ
ー
ク
部
、
◎
福
祉
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
活
動
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
活
動
へ
の
参

加
や
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
防
災
防
犯
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
が
、
忘
れ
も
し
な
い
あ
の
３
．
１

１
東
日
本
大
震
災
は
中
小
路
体
育
館
に

２
千
名
を
超
え
る
方
が
押
し
寄
せ
避
難

所
の
運
営
を
さ
せ
て
頂
い
た
事
が
忘
れ

る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
役
員
と
住
民
の
皆
様
が
一
致
協

力
し
て
乗
り
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
で
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

地
域
住
民
の
団
結
で
明
る
く
、
楽
し
い
、

中
小
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ゃ
児
童
の
見
守
り
は
で
き
る
よ
』
と
い

う
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
窓
口

は
交
流
セ
ン
タ
ー
で
す
。
「
あ
な
た
に

出
来
る
事
は
沢
山
あ
り
ま
す
」
。

第 120 号 中 小 路 令和 5年 6月 20 日 (4)

四
月
の
総
会

で
副
会
長
の
承

認
を
頂
き
ま
し

た
舘
野
清
道
で

す
。
こ
れ
ま
で
、

各
諸
先
輩
が
長

き
に
わ
た
り
中

小
路
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会
を

引
継
い
で
来
ら

れ
ま
し
た
事
に

改
め
て
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
、

今
後
も
地
域
住

民
の
皆
様
が
暮

し
や
す
い
地
域

と
成
る
よ
う
精

進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。
さ
て
、
私
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
り
は
二

十
四
年
前
に
な

り
ま
す
。
私
が
中

小
路
学
区
の
子

ど
も
会
育
成
連

合
会
会
長
を
引

く
受
け
た
事
か

ら
で
す
。
そ
の
縁

で
現
在
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
役
員

さ
ん
の
部
長
・
部

員
さ
ん
の
多
く

は
、
現
役
世
代
と

な
っ
て
い
る
の

も
、
中
小

な
り
ま
す
。

私
が
中
小
路
学
区
の
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
会
長
を
引
き
受
け
た
事
か
ら
で

す
。
そ
の
縁
で
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役

員
さ
ん
の
部
長
・
部
員
さ
ん
の
多
く
は
、

現
役
世
代
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
中
小
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
繋
が
り
を
活
か
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
目
標
に
１
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
、
２
、
助
け
合
い
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
３
、
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
４
、
こ
ど
も
た

ち
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
目
標
に
向

け
て
、
◎
広
報
部
、
◎
生
活
環
境
部
、
◎

防
災
防
犯
部
、
◎
健
康
推
進
部
、
◎
青
少

年
育
成
部
、
◎
あ
ん
し
ん
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
、
◎
福
祉
部
が
、
そ
れ
ぞ

見
直
し
、
会
則
を
変
更
し
ま
し
た
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
小
路
で
す
。
『
今
ま
で

は
、
こ
う
だ
っ
た
』
で
は
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
皆
で
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
先
ず
は
自
分
と
家
族
。
次
に
町
内
。

そ
し
て
地
域
。
誰
も
が
地
域
に
目
を
向

け
、
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
な
ら
「
楽
し

い
ま
ち
」
「
明
る
い
ま
ち
」
に
な
る
事
で

し
ょ
う
。

手
始
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
お
や
じ
の
会
の
行
事
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
行
事
を

企
画
す
る
専
門
部
や
福
祉
部
門
で
は
、
常

に
仲
間
を
求
め
て
い
ま
す
。
出
来
る
範
囲

で
、
結
構
で
す
。
年
齢
や
性
別
に
関
係
な

く
『
手
を
貸
し
て
も
い
い
よ
』
『
高
齢
者

や

各
諸
先
輩
方
が
長
き
に
わ
た
り
中
小
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
を
引
継
い
で
来

ら
れ
ま
し
た
事
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
今
後
も
地
域

住
民
の
皆
様
が
暮
し
や
す
い
地
域
と
な

る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
て
、
私
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
り
は
二
十
四
年
前
に

な
り
ま
す
。
私
が
中
小
路
学
区
の
子
ど
も

会
育
成
連
合
会
会
長
を
引
く
受
け
た
事

か
ら
で
す
。
そ
の
縁
で
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
役
員
さ
ん
の
部
長
・
部
員
さ
ん
の
多

く
は
、
現
役
世
代
と
な
っ
て
い
る
の
も
、

中
小

舘

野

清

道

中
小
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

副
会
長
に
な
っ
て

中 小 路
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人類史最大の脅威の 1つである「気候危

機」について知ってもらい、「地球と仲良

くする生き方」を実践してもらうため、中

小路小学校児童・保護者対象に開催します

ので 地域の方も一緒に知ることからはじ

めるため、参加へのお誘いです。

講師は 環境活動家谷口たかひささん

(「環境団体「地球を守ろう」代表」）です。

開催日時 6月 23 日（金）10：00 集合

（１０：２０－開始 約 1時間）

開催場所 中小路小学校体育館

参加料 無料 持ち物：体育館用上履き

地域の方聴

講時、事前申し

込み不要で、当

日中小路小学

校体育館で受

付後、参加して

ください。
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コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
い

て
ま
し
た
「
中
小
路
学
区
夏

祭
り
」
を
本
年
度
７
／
２
９

（
土
）
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
実
行

委
員
会
・
準
備
委
員
会
で
検

討
・
調
整
は
じ
め
て
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
！

開
催
目
的
①
夏
祭
り
を
通

し
て
地
域
住
民
の
交
流
を
図

る
②
子
供
た
ち
を
中
心
に
、

夏
の
思
い
出
つ
く
り
の
一
助

と
す
る
③
祭
り
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
の
活
性
化

を
図
る
。

こ
れ
ら
の
目
的
を
実
現

す
べ
く
、
多
く
の
人
・
世
代

（

中小路地区社会福祉協議会

令和５年度 予算
【収入の部】 （単位：円）

項 目
本年度

予算額(A)
前年度

決算額(B)
前年度対比
(A－B)

１ 前 年 度 繰 越 金 127,150 208,711 ▲81,561

２ 市 社 協 負 担 金 1,212,200 1,202,000 10,200

(1)基 本 事 業 費 967,000 976,000 ▲9,000

①推 進 員 費 用 780,000 780,000 0

②独 自 事 業 費 187,000 196,000 ▲9,000

(2)指 定 事 業 費 245,200 226,000 19,200

①ふ れ あ い サ ロ ン 32,000 32,000 0

②ふれあい健康クラブ 72,000 72,000 0

③おもちゃライブラリー 30,000 30,000 0

④ネットワーク安心安全強化事業 111,200 92,000 19,200

３ 雑 収 入 3 ▲3

収 入 合 計 1,339,350 1,410,714 ▲71,364

▲:前年度決算より予算（収入）が少ない

【支出の部】 （単位：円）

項 目
本年度

予算額(A)
前年度

決算額(B)
前年度対比
(A－B)

１運 営 費 1,010,000 987,040 △22,960

(1)事 務 運 営 費 780,000 780,000 0

(2)事 務 管 理 費 230,000 207,040 △22,960

事 務 費 200,000 177,251 △22,749

消 耗 品 15,000 14,806 △194

役 員 会 議 費 15,000 14,983 △17

２事 業 費 315,200 296,524 △18,676

(1)ネ ッ ト ワ ー ク 部 176,200 157,894 △18,306

安心ネット
キーパーソン会議 30,000 28,544 △1,456

要支援者実態調査 5,000 9,216 4,216

ふ れあ いサ ロ ン 0 0 0

おもちゃライブラリー 30,000 29,655 △345

ネットワーク
安心安全強化事業 111,200 90,479 △20,721

(2)福 祉 部 139,000 138,630 △370

福 祉 部 会 15,000 15,000 0

中小路ふれあいサロン 32,000 32,000 0

講 座 5,000 19,912 14,912

ふれあい健康クラブ 72,000 71,718 △282

視 察 研 修 15,000 0 △15,000

３ 予 備 費 14,150 0 △14,150

４ 支 払 合 計 1,339,350 1,283,564 △55,786

５ 次 年 度 繰 越 金 0 127,150 127,150

支 出 合 計 1,339,350 1,410,714 71,364

△:前年度決算より予算（支出）が多い

中小路学区コミュニティ推進会

令和５年度 予算
【収入の部】 （単位：円）

項 目
本年度

予算額(A)
前年度

決算額(B)
増減比較
(A－B)

① 前 年 度 繰 越 金 853,928 595,689 258,239

② 補 助 金 995,000 953,050 41,950

③ 助 成 金 144,000 124,710 19,290

④ 再生資源回収報奨金 470,000 486,900 ▲16,900

⑤ 環 境 活 動 交 付 金 500,000 500,000 0

⑥ 雑 収 入 2 501 ▲499

⑦ 地 区 社 協 活 動 費 1,339,350 1,410,714 ▲71,364

小 計（一般活動費） 4,302,280 4,071,564 230,716

① 生 涯 学 習 事 業 費 660,000 660,000 0

② 敬 老 会 480,000 0 480,000

③ 広報紙配布委託料 1,400,000 1,409,939 ▲9,939

小 計（特別会計） 2,540,000 2,069,939 470,061

収 入 合 計 6,842,280 6,141,503 700,777

▲:前年度決算より予算（収入）が少ない

【支出の部】 （単位：円）

項 目
本年度

予算額(A)
前年度

決算額(B)
増減比較
(A－B)

① 運 営 費 168,000 114,958 △53,042

会 議 費 40,000 44,215 4,215

研 修 会 費 45,000 13,658 △31,342

事 務 費 70,000 54,544 △15,456

消 耗 品 代 13,000 2,541 △10,459

② 事 業 費 2,338,000 1,754,738 △583,262

事 務 局 840,000 502,275 △337,725

広 報 部 370,000 254,000 △116,000

防 災 防 犯 部 188,000 185,511 △2,489

生 活 環 境 部 117,000 90,875 △26,125

健 康 推 進 部 155,000 122,804 △32,196

青 少 年 育 成 部 168,000 99,273 △68,727

環 境 活 動 交 付 金 500,000 500,000 0

③ 備 品 購 入 費 550,000 555,987 5,987

④ 予 備 費 236,930 0 △236,930

⑤ 地 区 社 協 活 動 費 1,339,350 1,410,714 71,364

小 計（一般活動費） 4,632,280 3,836,397 △795,883

① 生 涯 学 習 事 業 費 330,000 264,830 △65,170

② 敬 老 会 480,000 0 △480,000

③ 広報紙配布委託料 1,400,000 1,186,348 △213,652

小 計（特 別 会 計） 2,210,000 1,451,178 △758,822

支 出 合 計 6,842,280 5,287,575 △1,554,705

※令和5年度より、地区社協会計も含む。
△:前年度決算より予算（支出）が多い

私
が
目
指
す

学
校
の
姿
は
、

「
大
人
も
子
ど

も
も
学
び
合
う

学
校
」
で
す
。

生
徒
は
も
ち

ろ
ん
、
お
子
さ
ん

の
成
長
を
通
し

て
保
護
者
が
、
よ

り
よ
い
授
業
づ

く
り
を
通
し
て

教
師
が
、
児
童
生

徒
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
て
地

域
の
方
が
学
ぶ

場
に
し
た
い
。
学

校
は
生
徒
と
先

生
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
「
学
び
」
の

起
点
と
な
る
よ

う
な
存
在
、
そ
れ

が
学
校
の
真
の

姿
だ
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
三

年
に
教
員
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
、

地
元
で
あ
る
県

北
地
域
の
小
中

学
校
で
勤
務
し

て
き
ま
し
た
。
平

成
二
十
三
年
か

ら
七
年
間
は
、
児

童
自
立
支
援
施

設
「
茨
城
県
立
茨

城
学
園
」
に
出
向

し
、
子
ど
も
た
ち

と
寮
生
活
を
共

に
し
ま
し
た
。
寮

長
と
し
て
、
あ
る

意
味
、
寮
で
暮
ら

す
子
供
た
ち
の

親
代
わ
り
に
な

っ
て
支
援
す
る

間
、
学
園
の
子
ど

も
た
ち
は
、
素
直

で
明
る
く
、
今
ま

で
見
て
き
た
児

童
生
徒
と
何
も

変
わ
り
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
私
は
「
子

ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
の

大
切
さ
」
を
肌
で

す
感
じ
ま
し
た
。

駒
王
中
学
校

の
学
び
合
う
環

境
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
「
保
護

者
と
地
域
と
学

校
の
三
者
が
、
対

等
な
関
係
の
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
意
見

が
言
い
合
え
る

よ
う
に
な
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

平
成
三
十
年
か
ら
は
教
頭
職
に
就

き
、
学
校
側
の
窓
口
と
し
て
、
家
庭
や

地
域
と
の
連
携
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

駒
王
中
学
校
の
学
び
合
う
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
「
保
護
者
と
地
域
と

学
校
の
三
者
が
、
対
等
な
関
係
の
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
が
言
い
合
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

教
師
の
働
き
方
改
革
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
、
今
後
、
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
教
育
環
境
を
後
世
に
残
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
何
か
ら
何
ま
で

請
け
負
っ
て
き
た
学
校
の
役
目
を
、
少

し
ず
つ
保
護
者
や
地
域
へ
と
返
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
度
出
来
上
が

っ
た
学
校
の
常
識
を
変
え
る
こ
と
は
、

時
に
ご
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
教
師
の
な
り
手
不
足

や
教
育
の
質
の
低
下
の
問
題
は
皆
様
の

想
像
以
上
に
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

校
長
就
任
に
あ
た
り
、
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
生
徒
の
質
問
や
学
び
を
大
切
に
し
、

「
生
徒
」
が
主
語
に
な
る
学
校
経
営
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
学
び
合
う
環
境
づ
く
り
を
、

地
域
・
保
護
者
と
と
も
に
」

駒
王
中
学
校
長

藤

田

洋

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
お
子
さ
ん
の

成
長
を
通
し
て
保
護
者
が
、
よ
り
よ

い
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
教
師
が
、

児
童
生
徒
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て

地
域
の
方
が
学
ぶ
場
に
し
た
い
。
学

校
は
生
徒
と
先
生
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
「
学
び
」
の
起
点

と
な
る
よ
う
な
存
在
、
そ
れ
が
学
校

の
真
の
姿
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。私

は
、
平
成
三
年
に
教
員
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
、
地
元
で
あ
る
県
北
地

域
の
小
中
学
校
で
勤
務
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
二
十
三
年
か
ら
七
年
間
は
、

児
童
自
立
支
援
施
設
「
茨
城
県
立
茨

城
学
園
」
に
出
向
し
、
子
ど
も
た
ち

と
寮
生
活
を
共
に
し
ま
し
た
。
寮
長

と
し
て
、
あ
る
意
味
、
寮
で
暮
ら
す

子
供
た
ち
の
親
代
わ
り
に
な
っ
て
支

援
す
る
間
、
学
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、

素
直
で
明
る
く
、
今
ま
で
見
て
き
た

児
童
生
徒
と
何
の
変
わ
り
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
「
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
切

さ
」
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

駒
王
中
学
校
の
学
び
合
う
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
「
保
護
者
と
地

域
と
学
校
の
三
者
が
、
対
等
な
関
係

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
が
言
い
合
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
中
学
生
・
高
校
生
含
む
）
が
参
加
・

参
画
で
き
る
仕
組
み
を
用
意
し
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
様
の
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
近
所
同
士
お
声
が
け
し

て
、
会
場
に
な
り
ま
す
中
小
路
小
学
校

へ
遊
び
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。「
中

小
路
学
区
夏
祭
り
」
の
詳
細
は
、
７
月

２
０
日
号
市
報
に
同
封
す
る
予
定
で

す
。


